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本
パ
ネ
ル
は
、
二
〇
一
八
年
か
ら
連
続
し
て
い
る
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
テ
ー

マ
と
す
る
パ
ネ
ル
の
四
回
目
と
し
て
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
派
遣
軍
が
駐
在
し

た
沿
海
州
、
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
で
あ
る
朝
鮮
と
モ
ン
ゴ
ル
を
取
り
上
げ

る
、
以
下
の
三
つ
の
報
告
か
ら
構
成
さ
れ
た
。

　

兎
内
勇
津
流
「
沿
海
州
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
参
事
会
臨
時
政
府
（
一
九
二
〇
年
）

試
論
」

　

長
田
彰
文
「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
と
朝
鮮
独
立
運
動
─
社
会
主
義
と
民
族
主

義
の
相
克
・
両
立
」

　

青
木
雅
浩
「
ロ
シ
ア
反
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
派
と
モ
ン
ゴ
ル
」
で
あ
る
。

　

兎
内
の
報
告
が
取
り
上
げ
た
沿
海
州
ゼ
ム
ス
ト
ヴ
ォ
参
事
会
臨
時
政
府

は
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
が
崩
壊
し
た
一
九
二
〇
年
初
め
に
極
東
各
地
に
成

立
し
た
地
方
政
権
の
ひ
と
つ
で
、
一
九
二
〇
年
一
月
か
ら
一
年
近
く
存
続
し

た
。
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
終
点
で
あ
り
、
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
の
お
膝
元
だ
っ
た

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
成
立
し
た
こ
の
政
権
は
、
そ
の
後
、
四
月
の
日
本
軍
に

よ
る
「
武
装
解
除
」
事
件
、
六
月
の
国
民
議
会
の
召
集
と
通
貨
改
革
、
そ
の

後
の
極
東
諸
政
権
の
統
一
問
題
へ
の
対
応
、
一
一
月
に
は
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
政

権
の
崩
壊
に
よ
る
白
軍
の
受
け
入
れ
問
題
な
ど
の
紆
余
曲
折
の
末
、
チ
タ
の

極
東
共
和
国
の
主
導
に
よ
る
極
東
の
統
一
を
受
け
入
れ
、
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・

ア
ン
ト
ー
ノ
フ
（
一
八
八
二
～
一
九
六
七
）
の
率
い
る
極
東
共
和
国
沿
海
州

政
庁
に
改
組
さ
れ
て
消
滅
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
報
告
を
も
と
に
し
た
論
文
が
本
号
に
掲
載
予
定
の
た

め
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　

シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
考
え
る
上
で
、
朝
鮮
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
と
国
境
を
接

す
る
沿
海
州
や
中
国
の
間
島
地
方
に
住
ん
で
い
た
朝
鮮
人
の
こ
と
を
視
野
に

入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
極
東
ロ
シ
ア
に
住
む
朝
鮮
人
の
独
立
運
動
へ
の
参
加

に
つ
い
て
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
原
暉
之
、
劉
孝
鐘
な
ど
が
い
く
つ
か

の
論
文
で
取
り
上
げ
て
き
た
こ
と
で
あ
る︵

１
︶が

、
ロ
シ
ア
語
の
ハ
ー
ド
ル
に
加

え
て
日
韓
の
歴
史
問
題
も
背
景
に
あ
る
の
か
、
日
本
で
は
最
近
あ
ま
り
研
究

が
出
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
朝
鮮
独
立
運
動
そ
の
も
の
や
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
に
関
係
し
た
朝
鮮
人
に
つ
い
て
は
研
究
が
出
て
い
る︵

２
︶）。

　

長
田
報
告
は
、
ロ
シ
ア
領
極
東
に
住
ん
で
い
た
朝
鮮
人
の
独
立
運
動
が
ロ

シ
ア
革
命
の
勃
発
に
よ
り
活
発
化
し
、
朝
鮮
総
督
府
の
統
治
下
に
あ
っ
た
本

パ
ネ
ル
Ａ
「
シ
ベ
リ
ア
出
兵

―
そ
の
内
外
へ
の
波
及
」

兎
内 

勇
津
流
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国
、
上
海
や
ア
メ
リ
カ
等
、
そ
の
他
の
地
域
と
の
連
絡
を
と
り
つ
つ
展
開
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
特
に
三
・
一
運
動
の
生
じ
た
一
九
一
九
年
の
状
況
を
中

心
に
国
際
的
な
視
野
か
ら
ま
と
め
た
。

　

ロ
シ
ア
領
極
東
に
お
け
る
朝
鮮
人
社
会
、
お
よ
び
そ
の
日
本
軍
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
近
年
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
史
料
の
刊
行
や
研
究
の
進
展
の
ほ

か
、朝
鮮
総
督
府
か
ら
ウ
ラ
ジ
オ
派
遣
軍
に
出
向
し
た
篠
田
治
策（
一
八
七
二

～
一
九
四
六
）
の
文
書
が
ア
メ
リ
カ
の
フ
ー
ヴ
ァ
ー
研
究
所
文
書
館
で
公
開

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
新
し
い
史
料
を
検
討
し
て
、
沿
海
州
の
朝
鮮
人
の
あ
り

方
を
多
角
的
に
研
究
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

青
木
報
告
は
、
一
九
二
一
年
夏
に
ロ
マ
ン
・
ウ
ン
ゲ
ル
ン
ら
が
外
モ
ン
ゴ

ル
か
ら
放
逐
さ
れ
て
人
民
政
府
が
成
立
し
て
以
後
、
ロ
シ
ア
の
反
ボ
リ
シ
ェ

ヴ
ィ
キ
派
、
具
体
的
に
は
グ
リ
ゴ
リ
ー
・
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
（
一
八
九
〇
～

一
九
四
六
）
と
モ
ン
ゴ
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
黒
木
親
慶
文
書
な
ど
か
ら

新
た
な
史
料
を
発
掘
し
検
討
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
関
わ
っ
た
重
要
人
物
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
る
一
方
、
そ
の
活
動
に
は
十
分
に
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く

あ
る
。
特
に
、
一
九
二
〇
年
秋
一
〇
月
に
ザ
バ
イ
カ
ル
を
逐
わ
れ
て
以
後
に

つ
い
て
は
、
断
片
的
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る︵

３
︶。

　

外
モ
ン
ゴ
ル
の
人
民
政
府
に
は
、
人
民
党
だ
け
で
な
く
、
エ
ル
ベ
ク
ド
ル

ジ
・
リ
ン
チ
ノ
（
一
八
八
八
～
一
九
三
八
）
を
は
じ
め
と
す
る
ブ
リ
ヤ
ー

ト
・
モ
ン
ゴ
ル
人
知
識
人
、
王
公
、
高
位
僧
ら
が
参
加
し
て
お
り
、
彼
等
は

必
ず
し
も
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
関
与
を
望
ま
な
か
っ
た
。

　

セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
は
、
外
モ
ン
ゴ
ル
の
王
公
た
ち
と
連
絡
を
つ
け
、「
モ
ン

ゴ
ル
民
族
代
表
会
議
」
を
組
織
し
て
そ
の
渉
外
代
表
に
就
く
な
ど
活
動
し
、

外
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
ソ
連
勢
力
を
排
除
す
る
こ
と
を
望
む
モ
ン
ゴ
ル
人
と
の
間

に
、
互
い
を
利
用
し
合
う
共
存
関
係
を
築
い
た
と
見
ら
れ
る
。
一
九
二
四
年

に
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
は
フ
ル
ン
ボ
イ
ル
の
森
林
伐
採
権
の
取
引
を
試
み
、
さ
ら

に
モ
ン
ゴ
ル
貿
易
商
社
を
設
立
す
る
な
ど
、
モ
ン
ゴ
ル
を
材
料
に
政
治
的
再

起
を
試
み
た
。
ま
た
、
張
作
霖
と
の
連
絡
も
見
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
、
ソ
連
側
は
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
ら
を
強
く
警
戒
し
、

そ
の
こ
と
が
対
モ
ン
ゴ
ル
政
策
に
影
響
し
、
外
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
王
公
や
高
位

僧
た
ち
を
排
除
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
の
横
手
慎
二
か
ら
は
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
府
崩
壊
後
の
極

東
の
動
向
を
、
ロ
シ
ア
革
命
史
の
な
か
で
ど
う
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
い

が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
当
日
は
あ
ま
り
う
ま
く
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
に

思
う
が
、
ロ
シ
ア
極
東
で
の
事
態
の
展
開
も
、
革
命
・
内
戦
の
プ
ロ
セ
ス
の

ひ
と
コ
マ
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
違
い
な
い
。
ロ
シ
ア
全
体
か
ら
見
る
と
、
辺

境
地
で
の
些
細
な
出
来
事
の
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
を
東
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
と
結
び
つ
け
る
地
政
学
的
意
味
も
無
視
で
き
な
い
。
そ
う
い
う
、

極
東
の
い
く
つ
か
の
特
殊
事
情
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、

一
九
一
八
年
夏
に
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
権
が
倒
さ
れ
た
極
東
で
は
戦
時
共
産

主
義
を
経
験
せ
ず
に
ネ
ッ
プ
が
訪
れ
た
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
権
と
し
て
は
、
国

家
の
分
裂
を
解
消
し
国
民
の
団
結
を
は
か
る
意
味
か
ら
も
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵

中
は
農
村
を
厳
し
く
収
奪
す
る
こ
と
を
避
け
た
と
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
極
東
共
和
国
は
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
対
外
経
済
関

係
を
補
完
し
た
面
が
あ
り
、
革
命
政
権
の
国
際
的
地
位
が
安
定
し
な
い
中
で
、
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貿
易
ル
ー
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
機
能
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
革
命
を
担
っ
た
人
々
と
の
人
的
関
係
も
重
要
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
臨
時
政
府
で
一
時
内
相
を
務
め
た
エ
ス
エ
ル
の
ニ
コ
ラ
イ
・
ア
フ

ク
セ
ン
チ
エ
フ
（
一
八
七
八
～
一
九
四
三
）
と
と
も
に
「
ロ
シ
ア
再
生
同

盟
」
で
活
動
し
、
一
九
一
八
年
に
は
と
も
に
執
政
政
府
を
担
っ
た
ヴ
ァ
シ
ー

リ
ー
・
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
に
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
一
八
年
一
一
月

の
政
変
に
よ
っ
て
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
府
が
成
立
す
る
と
、
ボ
ル
デ
ィ
レ
フ
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
亡
命
し
た
ア
フ
ク
セ
ン
チ
エ
フ
ら
と
連
絡
し
つ
つ
活
動
し
た
。

一
九
一
九
年
は
日
本
に
滞
在
し
、
一
九
二
〇
年
初
め
に
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
府

が
崩
壊
す
る
と
す
ぐ
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
入
り
、
現
地
の
地
方
政
権
で
活

動
す
る
こ
と
を
試
み
、
し
ば
し
ば
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
っ
た︵

４
︶。

こ
の
他
に
も
、

ミ
ハ
イ
ル
・
デ
ィ
ー
チ
ェ
リ
フ
ス
の
よ
う
な
、
ロ
マ
ノ
フ
朝
の
復
興
を
目
指

す
君
主
制
主
義
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
立
場
の
人
々
が
、
ロ
シ
ア
極
東

に
入
り
そ
の
政
治
に
関
与
し
た
。
そ
う
し
た
つ
な
が
り
を
ひ
と
つ
ず
つ
解
い

て
い
く
こ
と
も
ま
た
、
今
後
の
シ
ベ
リ
ア
出
兵
史
研
究
の
重
要
な
課
題
で
あ

ろ
う
。

　

こ
う
し
て
何
と
か
パ
ネ
ル
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
報
告
者

各
位
は
も
ち
ろ
ん
と
し
て
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
、
お
よ
び
参
加
し
て
議
論
を
盛

り
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
の
お
か
げ
で
あ
り
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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